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 ・沿岸漁業綜合開発調査事業

 沿岸漁業振興に資するため下記の試験調査を実施した。

 ・(1〕バシ当'カジキ流網漁業試験
 (2〕底刺網漁業試験
 (3〕沿岸マグロ漁業試験

(4)中層魚礁設置試験

 (5〕漁具,漁法技術指導

(1〕

1
.

2.
 …
・

4.
5.

 バショウカジキ流刺網漁業試験.

 調査の目的

 例年8月以降10月頃まで鹿児島湾口附I近てばバショウカジキの漁場が形成される。

 バショウカジキの漁場は湾口附近に限らず本県沿岸沖合域にもその可能性はあるものと思わ

 れるが,特に外海域を調査の対照とし種子島東部,黒島一硫黄島,甑島西部の3海域を選定し

 これら海域がバショウカジキの魚場として成均立つかどうかを試験、調査することを目的とした

 ものである。

調査期間

 第1次昭和41年8月24日～8月30日ア日間

 第ξ卒昭利41年9月6日～9月19日14日間
 率3率.平和4二年三'26日～10月旬日9日間
調'査海域

箪1次種子島東都海域
第2次駆島西部海域

 第3次黒島～硫黄島種子島砥部海域

調一査'船

 か毛め(「465屯;60馬力)
調査項.目

一1)漁獲試験

 漁獲試験については海域別漁場区分に従い試験操業を実施し操業回数ぱ1晩2～3回を原

 則とした。宏拾使用漁具は以下のと参りである。

 使用漁具数10～15反

 網1反分の構成

 イ身網アミラン210D15本6寸5分目100尋切1反を浮子方60辱に仕

 立てる。

 口裾縄サラン/8本6寸5分目10目掛100尋切1反。
 ハ浮子網,同派網椋櫓1.5分経61尋切各1条

 二浮子,合成浮子(長さ4.5寸巾1.5寸)を浮子方4尺に一1個を付す。

 2)気候'海象調査並びに海洋観測
 投網時に蜘ける天候・気圧'風向を観測し投網場所で表層の水温測温並びに塩素量測定用

 の採水を行った。
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 6・調査の経過概要
 1)操業の経過

 第1次～3次にわたる操業の結果を第1表に示しそれぞれの操業位賢を第1～3図に示し

 ～バッヨウカジキの漁獲のあった海域は第/次の樗千島東部海域だけで第2・3.次の甑島
 西部並びに黒島近海域ではみられ左かったが甑島西部てばク回皮カ・ジキの漁獲があっ走。
 バショウカジキの漁獲がみられた位置と漁獲尾数は下表のと拾りである。.(第4表)

 第4表一I漁獲位置と漁獲尾数

      航海次数調査月日投縄位置揚網位置バショウカジキクロカワ布ジキ

      1次41.8.25N30026.6E13102.5N30.29.8'E1パ・珂N30㍗1.9E131.5.8'2尾2尾
      1次826等;淳8.26～27E13106.0'N30%4.5'8.30E131.6.ゴN30.34.3'E131!§・グ.N30.36.9'E13ヅ7.4'1一尾1尾
      2次41.9.11N3ヅ53.4E129.46.9'N31052.9E129.46.3'1尾

 2)バショウカジキの姻近状況

 東支那海てば周年漁事が見ら一れるが淋綱近海では5州7月に釣獲奉が高く8月以降になる
 と漁事はなく浸り,その後の魚群の動きは不明であるが,放射能汚染魚の出現傾向から薩南
 海域への来溝群は沖縄群のだヒしたものと推察されている1南海区水研報告第10号(昭和
 34年1鹿児島港に水揚される沖縄近海の延縄によるバツヨウカジキ漁獲は5月にピークが
 みられている。

 薩南海域への来游が沖縄群の北一ヒという前提にたてば沖縄近海に拾ける5月の釣獲率は薩

 南海域への来游量にとっ土1つの目安となる可能性が考えられる。又薩南海碑への来海軍と
 鹿児島湾口附近の刺網による漁況との関連につりては明らかではないが1過去`拾ける沖綱
 近海の5月の釣獲率と湾口の漁況との関連から湾口附近の漁況は薩南海域奉漉量を嘆程度代
 表する可能性も考えられよう。

 41年の沖縄専海に卦ける5月ρ釣獲率は資料入手が申来左かったが業者の話や鹿児島港
 =・水揚状況から沖縄近海では好漁とほ言えず夫庫昨年並(不魚)と推定され.41年の薩南海域
 への来游量もあ一ま一り期待出来在いと推察された。

 3)海況について

 各調査海域≒も投網位置に歩ける表層の水温塩素量について観測を行っただけで下層につ
 いては実施し毛かったので海況についての詳細は判らないが漁海況事業による8.9.1p月各
 上旬の観測資料(5I0㎜層水温)に基づいて調査海域の海況を概観すると以下のと拾りであ
 る。

 ○種子島東部海域(調査月日41二8.24川&30)'
 黒沙流域は8月上旬種子島東部から都井岬にかけて.接岸の傾向た奪ったが,.調査当時の下
 旬には離岸の傾向に転じ沿岸前線域の拡大がみられ衣が日向冷水の張り出じは顕著てば}王
 がった。(第4図)'
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 ○甑島西部海域(調査月日λ6～λ19).
 8月上句甑身近海から鹿児島湾口にかけて沿岸水の張り出しが顕著に見られたが9月上句
 には鑓身近海に黒汐分枝流の影響がみられ50m層では前月より5℃内外の昇温があって

 沿岸水の張り出しは顕著でなかった。(第5図)
第1図操業位置図

 ○黒島海域(調査月日9.'26～10・4)
(種子島海域)

 9.月上句には黒汐分枝流の影響が黒島近海に
 及びこの状鮭ぽ10月上句にもうかがえて拾.!

 り濠詳線1練者小ノ
 漁具の流れた距離と漁期、用時間から求めたγ)子柵電!
 漁具の流向,流速を今ると種子島東部海域ではふ、終ノ
 各操薬11…紬動!側・最大流速㍗ギ
 (浬/時)ぱ1.5浬,最小0.4浬で0-6浬内外〕.5ノ
 の流速が多かった。甑島西部海域てばSW系の㌧/ぺ
 流向が比較的多く最大流速口・8浬,最小O・3浬

 で0.4～0.5津が多かった。

 ○黒島近海てば推測位置のため,はっきりした、ノ
 流速は出在かったが流速は他海成と大差在いノ
 と思われた。操業中潮目に漁具がはいった場

 合の棒状化が再三みられたが・この弗象は流
 速の速さによって起ることはなく・1・5浬/時第2図操業位置図

 二驚練操業への蝉は認々(徽)
 5)考察⑦β許

 わ㌶1携幾驚柚〃∵1
 では,ばつきりしないが湾口の場合沖二し!上甑う
 合水の影響がみえぱじめる鰍漁場狂r!弟ププレ"

 鴬練億驚㌧ご〆デ
 蟻黙簿実1匁㍗
 これの裏付けとなる鱗条件の適合性㌧λプ
 についての検討はむづかしへ!
 今回の調査で比較的好漁がみ!れた垢㍉・の彩
 藤猟鴬鴬驚驚③/
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 か在りの変動が予測されるので短期間の調査てば漁場価値判断め結論は出せない。今後この

 よ一うな海域.についてはさちに継統して調査を実施する必要もあろうし,併せて海洋構造等微
 細構造についても意を用いる方向た進む必要があろう。

担当川上市正

第3図操業位置図

(黒島硫黄島海域)
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 第4図41年8月上句の50ｍ層等温線図

男女群島
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第5図  41年9月上旬の50ｍ層等温線図

第6図  41年10月上句の50m層等温線図



第1表. 操業結果泰

第1次

       操業月日41.8.248.258.258,268.26

       〃次数12121

       調査海域種子島東部"〃一〃〃

       天候CCCCbo

       気圧1,0111・01字1,0131,015

       気象・海象風向・風力S2S2SE2NE2E1        ■'

       波浪・うねり2,31.1

       漁具流向流速NNE        0・8揮鳩NNEレNl.0'NNエロ.6'NNE口、5'NE1.5一
       表層28.6℃28.3218728,628.8

       一'

  
     

水温■一一        20m30.肌28.1'28.0一一i。一28・1.`27.7一一2ア.8
       表面塩素量0/0019.0419.0219.0619.1019.07

       投網時刻20h50m～211100冊03.30_03.40一・19.02～19.1001.05～01.1519.00川1λ08
       〃位置30.41.アN131011.5週3ゴ44.4N131.9.アE・30026,6N13102.5E3002λ9N13104.5画.30.29N-13ギ1.6E

       揚網時刻01h301パ02h5・5肌05.43～06.1000.15山00.0505.35～06.0921.10山21.48
       ・・位置30.44.9N13ヅ12.6E30046.3N131010'E30.2λ8N13103.9E30㍗1.9N13ヅ5.8E30.31.3N13ヅ3.7E
       投網方向・反数WNW1O反W〃WNW〃SW〃SE〃

       一■一一一

       水一深70m50～60138～14066～80

       擦獲物魚種カツオFL45o例魚種.カツオFL42σ〃1フ.5メチカ{14.8FL㎝箒ウ1;1140.0.Iカツオ1イ2.5一FL一バショウ149カジキ{1。。章し
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第2次

      8.26～278.298.30一41.9.79.7～89.8

      21・」_⊥23
      〃〃〃頷島西部〃〃

      ■一'I

      CC二9bbb

      1,0141,0141,011.01,0ユ0.110101,D10

      珂.1SW1S里1S型1SE1S週1

      1・1、.1・2・り。一□1.2ミ1一・・2・・1.2.1.2

      N互/E0.4㎜       O・7濁侮NNE0.6SW..ゲロ。♂“穐W0.8SSW0.4'
      28.628.828.528.828.628.5

      ■一}一.

      25.8一264+上空8428.2
      r一一18.8'1一・19.0518初一=18・52.18.61

      2ろ31～妙.4218.53～19.0b=Ip0・30,.,㌻0qψ/.8抑22.5702.55      .川19.02.=～2245～03.04

      1三rl・期、l11瀦''      30.31.9N3ザ40.1N31042'.N      131.。6・0E3ヅ43.7N      129』3・9.2E1290・.3夕.2E1一り9.39.4E

      05.302事一000与.00ぺ卿ナ21-P00I1.5005.30      ～06.20r2き・47㍗21.一501年02.27～06.30
      30034.3N30.39,2N30,o13I6,9N31?屋8'8珊る1.40.9N      131.8.9E131』6.2瓦1・3ヅz4Er-2ザ38.2E一'1-2903ア.4E.31㍗2・5N      129039.1E

      Eコ.0反・NW.・、]w一一..・NNW・15反SSW・・10反SSE12反

      68～51、1810210～250」370

      FLFLFL

      バショウ㎝158カジキサバ28.3o睨パシヨウ㎝135カジキ在し〃〃
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第2次

操.業月日

 〃次数

調査海域

天候

気一
気圧家

 風向・風力

41.9.9

甑島東部

1,008

NW2

9.10

2.

甑島東部

 C一

1,008

 一NW・2

9.10一

飯島西部

bo

1,010

 W・一2

9.11

〃

1,008

 ・海

 象波浪`うねり

漁具流向流速

2.2

 S、ψ/SO.4'

2.2

 WNW04激蒔

2.2

 SW口、4'

1二1

SWO.4

1./

VW0.4

表層

㌻1
 〃位置

 揚網'・時刻

 〃位置

 投網方向・反数

水深

漁

獲

28.ポC

タ8.4

18,550/00

19.03
～19.81

31043.1N
129048.5E

23.00
～00.05

31041.7王{
12904ア.ア]≡:

NW.1

250～235

なし

28,4

18.53

00.20

～00.30

3ヅ41'N
129048.2E

05.00
山05.05

31041.4N
129り8E

 W二WNW

12反

 220～20-O一

〃

28.4

28.0

18.53

18.32

～18.43

3ヅ4ア.5N
129045,1E

21.0ア
～22.10

31046.6N
129044.2I≡=

 NN伽NV
15反

 120～13・O

FL

 35α㎜
シイラ{

30

28.8

2ア.0

18.44一

18.40
州=18.43

311053.4N
129046.9E

21.12

一^21.53

31052.9]={
129046.3E

 E10反

230～190

FL

 クロ皮18cg
カジキ

2色.6

2ア.1

/8.44

22.10
～22.20

31054.5N
129044.2瓦

01,00
～01.40

31055.8N
129043.8E

 瓦〃

560～

 在し

 〒8〒一



      一一'■.

      41.9.129.129.12～139.139.139./4

      312312

      甑島西部〃〃〃〃〃

      bbcbcbcbb

      1,0081,0081,0081,0091,0091,009

      N1NW1N〃1NW1N1N2

      1-1.1.21.21.21.22.2

      SSb一七.8SSW0.6''§WSO.1・S/W0.5'SパV0.9ESE0.ざ

      2-8.5.28.628.428.328.628.0

      一■一

      27.128.328.0

      1-8.4318.4418.4918.5118.4718.63

      02.1118.5p22.02.'01二4518.3-422.22
      .～02・19.～18.58..、・一22・1.1...㌻01・5≡4・'～.コ.8・42～22.30

      .事.ヅ51.7N「29.42.アE二31リ5.6N引、・04816N12ゾ.41.9草1る・㍗o46二9Nぎ1b41.アN3ザ35.8N      12ザ価2E129%9.8E12ザ40`・E129.40.8E
      一I

      05.0520.4001.010105.'0-5一21.0・0・0口.40
      ～05.47一♀1・19.～0.1・4.0・、・～05.44・㌻21.40～01.21

      一き1105口.1N千2ザ43.6E31.44.6N:3.1.46.9N.13.1945;1N3ヅ3g.gN31035.1N      12ザ42.6瓦129.41'E129㍗9.7E29㍗8.8E129042.9E

      E岬1b反E～ENE〃NNE～NEE〃E～ESE瓦NE～E
      〃〃〃

      14口川130330280～180160～

      〃〃ツイラ5尾シライ2尾シライ5尾なし
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第3一次

       操業月日41..λ149.14λ269.279.27

       〃次数31121

       調査海域甑島西部〃黒島〃〃

       天候bb1〕・b

       気圧1,0091,0131,0131.0131,012

       気象・海象風向・風力N3N.3NW3NW2       波浪・うねり3.23.23.32.2

       漁具流向流速SSWO.4浬/時NEO.6'SEレ個・0;4EレN0.5'。E/S1.1'・一
       表曄28.2℃28.126.025.925.9

       水温20rπ30肌1■27-9
       表面塩素量0/0018.6618.6718.90.r8.8919.01

       投網時刻01.48{01.5518.49.{18.58。・22.28;・、～22.3701.55～02.Oj118.20～18.28一」一■■■一一一
       ・位置一31034'N12ヅ41'E'3ザ34.6N12ザ434Eノ.30.㍗ア.6N129一%62E=、・1・30045.5N1129056.3E.I3ぴ49.5N129.5=9.4E

       揚縄苧刻一一05.10-05-5721.00～21.5501.10.ぺ0月.4.705.35,1、.しい=.～06.11・19.30一～20.015
       ".位置・15.ギ32.6N129P40.4E'13ギ3ア.1N二1=29045.6瓦13.0P4ア・1N-129P57.2E.30㍉6.0N.二29058.3瓦'3.OP49.5N.130ρ08'E
       投網方吋一反数ESE10反・Sボf綾一ESE〃ESE〃
       永一深'320200～240170川220

       シイラ1尾をレ.〃〃〃

  
     

漁
獲
物

1「

 ・』10一



      41.9.289.289.289.299.299.30

      23121・2

      黒島"〃〃〃〃

      1〕1〕cbcbcbc

      =1.D131,0161・Oフ71,0201,021

      NW2NW,2NW3NW.2N1N1

      2.33.3・2.21.11,1

      E小三{蝸早・P4.N瓦..O.罫・S互/回ρ.7'NNW・ρ・5・N0.4

      ,・25-6.25・625.ア25.ア孝6・225.9

      18.94.18・92・.1尽%.1・事g61§・9318.91

      20.41～20.4え02.06～02.14.一18.47;～1・8-54..23.55㍗・00,03,18.26・^1-8.34.22.27～22.34
      3ゼ5島7N129.5ア.4戸3005λ1N1-2ザ5.亨岬・・膏ぴ49.8N11;2卯52'4E一30054N、一個ザ5・3伽30f4ア14N.12=ザ5.4.4E30.46.1N129%2.5E
      01.00～01.55.05・15一・～06.1δ22.00～23.20,一一一03.10。、～蝸.5φ.21.35山2=2;15.01.35^02.09
      ・30.53.6N寸乞一ゴ01.3軍30.51'8N一{30～.1-4軍30.5/'N129.53'3E30,。5.2・8N1睾g.55.5E、・一30048.7N1)ザ53.8E3ぴ47.4N12ゾ52.1E
      E～瓦SE

      llグE〃^ESE〃二SE.ミ〃{.・§理・1SSE〃

      ・1=4ト240420～390110～160

      〃〃〃〃〃〃

一11一



第3次

操業月目 41.9.30 9.30～10.1 10.1 10.2 10.一3

 〃次数

調査海域

天候

 気気・圧家

 風向・風力

海
 象波浪・うねり

漁具流向流速

表層
水
20皿
30肌

温一一
表面塩素量

0/00

投網時刻

 〃位.置

に
網時刻

 〃位置

 投網方向・犀数

水深

黒島

1,021

N1

1.1

 N0・4陽侮

.26.0℃

18.98

02.16
～02.24

30047'N.
129050.9E

05.35

 ～口6.10

30048.6N
129050.8E

 E10反

340

なし

〃

1.020

E1

1.1

SE0.7'

26.0

18.98

19.00

山19.07

30048,7N
13002.6E

00.00
^00.4D

30046.4N
13006.0E

 SSE〃

380

〃

〃
〃

 1・一〃

1.1

 S卵O.プ'

25.8

18.89

01.「0
{01.18

3・0048.8N
 ・一1130ガ6.6E

05.30
 ～06.0ア

3004ア.6N
13009.8E

 SE一〃

370.

〃

〃

bC

1.014

 S宮2

2,2

NNW111

25.6

19.02

18.0ア

川18.15

3004ア.4N
130013.2E

20.55
～21.29

30050'N
130㍗3E

 W〃

235～280

〃

〃

 り。

1,015

SE1

1.1

SE/S0.6'

25.5

/9.03

22.05一.一
_22.13'I

 .享0}。4N
1-30015'E

00.30
～01.05

30049.8N
130016.6E

NNE

200～210

〃

漁
獲

 ・』12一



   10.310.310.3

   312

   〃種子島西〃

   bo〃

   1,0151,019一1,020

   NW1NW2..〃

   1.12.32.3
   一

   S児㎏0.5S1,0'Su/S2.1'

   25.525.225.2

   .18.9918.9318.94

   01」351'.9.5523.47
   ～01.43^2.口.03～23.55・

   一'一一

   3ゴ51.6N30%8.8N30%9.2N
   130.18.7珂'一■一』130.50.4E■■0-L凸'13ガ4ア.6.E'
   04.5022.30   ～05.28川23.19・二ξ蝦。。
   30.50.6N30036.6N30“35.6N
   130りσE130㍗8.7E130.4ア.gE・

   ESE〃SE〃S厄〃

   22040～4270～38

   〃〃〃
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(2)底刺網漁業試験

 1・目的

 この調査は沼津漁業の省力化に伴う漁法転棄の一環として資源6朗発並びに来漉資源の有効
 な利用を目的として実施したもので昭和40年度からの継続事業である。
 使用船が.もめ1465屯60馬力
調査期間 調査海域

調査期間

41.一11.24
 ・～12,4

42.1.9I
～1,17

3.14
川3.24

漁獲操業回数

調査海域

種子島東部海域
 大隅東部〃

〃〃

 大隅東都～馬毛島近海

漁獲量

 '二へ外Kg
25.8

 ブリ外
40.7。

 マダイ外
32.1

∴
.

4.具

 一重底刺網を使用概略は次のと拾り

1)重要寸法浮子方仕立上27尋沈子方26尋

 2)漁具の性状長い帯状の一重網で海底に設置し両端は碇で固定する。
 3)漁具1反分の構成

 身網アミラン210D30本6寸目50目歯・5=0尋切1友壬浮子方27尋I一(締結4.6
 割),沈子方26尋(締結4.8割)に仕立る,浮子、沈子方は35本半日編き。

 浮子綱ニイゼックス2分28尋1条・片傾.雌1・5午伸守・ト片側舛ア/㍗/スとす
 浮子方目通し網一イゼックス・分・・尋1条。.磯は一・一た叫.
 沈子綱ハイゼックス4分27尋/条,一'両端ぱ3に同。じ二一

 沈子方目通し網ハイゼックス2分27尋!粂両端は享悟雫じ二一
 浮子経3寸グラス玉26個差網で被い一1尋毎に薗あよ一ち一た附す二一与イスプラ

 イス側は端から他端は5尺の処から附す。■

 洗子鉛・0匁のものを沈子網に通し.中毎に附才?.計1・・個
 染料化学染料カッ千色

 4)反の縫合アミラン60本でかき合わせる
5)使浦反数10反
 6)両端のしぼり操業の場合両端(10反6)ぱ3尋にしぼる、
 7)その他必要資料

 固定錨10～15陣の自然石2個

 浮標網クレモナ6分150m2条

 浮標経1尺ガラス玉6個,表面に1個,3尋の位置に1個,浮子網より上方
 え15尋の位置に1個,一計3個を片側の浮標網に附す。.

旗竿2一本
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5.調査概要

1)種子島東部海域漁場
 増日ヨ沖～浜田島東沖を調査したが見るべき漁獲はなかった。南部の浜田島～大崎沖には瀬
 が処々見られるがその割には瀬魚は少いようである。

 調査した海域ぱ80～100m線であるがその以東てば余り瀬は認められ在い。

 業者の話では竹崎邦部の七号附近で本年2月タルメの一好漁(500尾位)をし走船が/隻あ

 るとのことであり,好天時に試漁して見たい。

2)内之浦近海漁場

 火崎沖漁場は以前から二べ・タイ等が一本釣によって漁獲されており礁は経500m位て
 浅所ぱ50肌セある。
 現在内之浦船は余り利用せず志布志根拠船が(一本釣)操業しているとのことである。ニベ
 の漁獲があったが(一尾10.7K穿)春期にはマダイ(2～4晦程度のもの)の漁獲があると
 いう。

3)大浦河漁場

 火崎川大浦にかけては礁は余り認められず海底形状は平坦である。

 小山田湾川観音崎海域は豆巾及び棒受網の漁場であるため操業不能である。(月明以外ば)
 大浦河てば投・揚網時には停潮時で何等支障はをかったか北東流が強いようで揚網時には1.5
 一理程度北東え庄流されていた。此の方面では潮流が早い.上た礁が少衣いので何れの海域でも
 急潮流による圧流か予想される。
4)大隅東部海域漁場

 大隅東部海域の海底形状は極渚声域の北部.(火崎～赤瀬1管)では距岸.500mていどで水
 深50凧,距岸1kmで水深ア0～90π丑に在る所が多く水深傾度はかなり大きい。しかし

 南部(佐多岬∵赤瀬崎)ぱ北部に比べ水深傾度はや』ゆるやかで距捧1kmで水深30川50
 mの所が多く,全域的には水深60～ア0凧以深てば砂地の所が多い。叉各岬鼻の端部の海

 底には岩質の張り出しがみられ概して峻険在る質カモ多いξ
 一方沖合域には底質のR,C.S.;CdSlCO.C邑1Sh一が点在しているがこれらの海底形

 状は概して極く小さ在起伏で全庫的には平坦地と殆んど変らない状態のようである。在拾佐
 多岬ESE3浬附近(78η岩質)のよう。択一部曾根の形状をした所もみられるが,概してこの

 よう在曾根は極めて少ないようである。極沿岸域の瀬としては陸続きに形成された凹凸都が
 主.体と在るがこのような所ば,大瀬島沖,早崎沖.火崎沖にみられる程度である。
 5)卵巣の計測について

 第3次調査で漁獲されたマダイ・メグイ(タルメ)の卵巣量並びに卵経の測定結果は下表
 のと拾りであった。(第45回)

1-1

 手→十妄。卵等芝篶須卵熟篭手・、、、。、、,㍗一
 .メダイ70㎝76g放卵後2.2

 メダイ76㎝1989完熟4.50.

 (註)卵熟度指数一省幣以1・4
 以上の結果からみてマダイは産卵直前,メタイは産卵中～産卵後のものと思われる。

一15一



6操業経過表

       航海次数1.・一次

       月.日11月一25日1・1-2ア11-2811-2912-2

       天候rbcoObc

       気
       象気圧1,0141,0171,0301,0211,033

       海風向・風力N械4N-3SE.3SE3       象.N3

       」乞うねり3.32.12.12.22.1.
       表面水温22.922.223.322.821.4

       投網時亥1」一一.12.5508.55。09.0008.4515.35
       ～13.00,㍗09.00～09.05～08.52～15.40

       投網方向・反数一ESE8反ESE8反W8反W7反Eア反

       揚網一時刻27目0Z30一・28日29日30日3日       07.300アー1508.0007.25
       一二一寸08.05～08.00一～0Z50～09.10～08.00

       漁場=水・深一一60～ア0冊ア0～75'8050/00

       位置①②③       増田東④⑤       熊野東熊野東増田沖火1崎沖
       一'一■一■■'`■」一一.一一一0一■I一.一一凸.一一一一■一■一…一'1

       ニサフグイ二べ

       一1尾3.0陣1尾2.5陣/尾
       10.7陣

       漁

       1一獲

       一記一

       事

一16一.



       2一次

       12-342.1-91-101-111-121-1240.1-13

       obbCbCbobc

       …,032一1,0281,0271,0211,0231,0231,026

       N2NW3.NW1NNE2NW3NW3N2

       1.01.1O.12,12.22.21.1

       '■■■一I■'■I-LI■'■I■一01…0L一■

       2口01ア.218.01§・618.218.016.8

       18.2018.0516.48.、～16.2・ら.1と4p・～16.}413.5115.1513.58       ～18.25～18.10～13.54～15.19～14.03

       SE7反ESダブ反～洲W∴7反SE6反NE6反NNE6反E、!N6尺
       4日
       05.150ア.5008.0008.0514.3008.0008.20
       ～05.35…08.25～08.3.5～08.35～14.48～08.35～09.50

       406口～7068～5644～56ア0～6255～4186～92

       ⑥⑦⑧⑨⑳⑪       大浦河大願畢沖早崎沖早崎沖佐多岬沖大願沖鼻⑫火1跨沖
       一一■0一一'一一一一一

       本メブリブリ漁具流動激プリ・マダイ
       1尾2.晩なしFL83c皿FL85㎝しく直ちにFL79㎝FL57㎝

       プリ揚網す。プリ
       FL8ア㎝FL

       1尾逃失
       二べ

       BL103㎝
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       航海.次数2次3

       月日40.1-141-151-1642.3-143-15

       天候bbbobcbo

       気
       象気.圧1,0281,0251,0261,0241,018

       海風向・風力NW1NW4NW4.NW1SW3       象

       波源・う、.ねり0.11.12.23,3

       泰.'面.水温169.16.ア1ア.318.618.2

       .奨。網・時刻1.ア・4014.25!42916.2916.30       ～17.44山14.28～14.34～16.34～16.36

       投・網方申・友一致.,一・・E6反ENE6反ESE6反N6反NE
       .一場網時亥1」08.4008,3007.3508.15.06.30

       ～09.12～08.55～08.10～09,10～0ア.20

       漁場水深70～9550～6652～ア0

       ・位.'置火・露沖⑭        早崎沖⑮⑯⑲       大瀬崎沖
       『一一一一

       ブリプリ       11・1・マダイ1尾       なし1尾逃失1崖逃失FL64伽なし
       ♂1619

       漁サバ1尾
       FL3'lc㎜

       ツノザメ1尾
       TL57c刑

       獲

       記

       事
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3-16

1,01ア

SW1.

18.6

16.45
～16.51

10.50
～11.20

 ツノザメ1尾
 TL80例

3-17

1.013

SW2

2.2

18.3

14.20、
 ～14.2ア

㎜

08.40
～09.15

なし

次

3-19

1,018

 '1一ア。2

16.38
～16.50

NE

06.40
 ～0ア.20

 マタ'イ1尾
 FL53o皿

(4醐
♀929

 ツノザメ5尾
TL795απ
84
58
55
58

 ツロザメる尾
 TL8n㎝
11D

刈

42.3r20

 寸、017

18.6

16.05

～16.11

NNW

08.00
…08.31

I⑳

 三丁.H

1,012

NE3

3.3

17.5

14.50
～14.56

1,014

NW3

17.6

10.30

 ～10.3ア

SESE

07.30
～08.00

3,24
0ア.50
…09.30

 メグイ5尾
FLBW

 ㎝晦9
735.3♂92

714.8♂23

704.5♀76

604.7♂50

765.8♀198

 シロザメ1尾
 TL1口3㎜

 ∵二
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漁場図

=岩倉栄

担当
川上市正
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 (3)沿岸マグロ漁業試験

1.目一的

 種子島東方沿海に於いでは5～10屯型船が比較的好成績を収めているが,本県の出漁船は
 少い。

 しかしながら漁業転換の一つの指標として考えられるので漁業調査を行いつつ本県出漁船と

 緊密な連絡をとり指導の効果をあげん

 2、一使用船

 がもめ・14・65屯60馬力'

 27MC帯IW無線電話機装備

 3・期間砕氷,餌料積込量,漁獲量

 
       
1

        .。紘輝次牽1次2次

        期間41.5,7山5.16・4-1.8.3～8.8

        調査海域種子島近海(別区)屋久島・種子島近海.

        砕氷積込量1.5屯2屯

        餌料積込量アジ活餌10杯アジ活餌10杯

        漁獲量シイラ7尾(44列等㍗疑40.1距穿90.0〃≡         13口.1〃

        漁具使用数35鉢～30鉢175本～150本39鉢(195本)
        一一一一一一⊥一一一」一一L一一

μ
4.漁具

 40鉢を用意

 1鉢の構成

 い幹縄クレモナ4匁240昇

 ろ枝縄ナイ・ロンロープ.3・2㎜7尋切5本

 はセキワイヤー28+ア本撚り2.5〃5〃

 に釣元ワイヤー〃"1.5〃5〃

 ほ釣ピンチョー釣2寸8分中肉5〃

 へ浮子網クレモナ4匁7尋1〃

5.調査概要

 。一次航海

 梅雨に入汐時化続きで充分な調査は出来ず漁獲もマグロ類は在くシイラのみであった。

 各船の操業状況を見ると5月下旬種子島近海では漁悪く一部の船は喜界島～徳之島近海え

 出漁してい走が6月上句に入り再び屋久島南～種子島東で好漁があり此の方面に集中してい

 る。一しかし6月中句には漁況は不振となり,1日キバ女1～4尾程度となり,各船シイラを
 漁獲している状態であった。(種子島漁場は竹崎S'30'～熊野E25'附近)

 出漁船は内之浦8隻、串木野4～5隻,広島,山口県船が夫々20隻内外,その他宮崎,

 熊本,高知,徳島県方面の船が若干で同一漁場に集中して操業するので漁場は狭縢となる。

 大庫8本づけの漁具一50～60鉢(約数400}500本)を投縄しており,一航海3～4
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 回繰莱している。
 o2次航海

 今次航海,種子島東方海域は今夏の最高温を示し表面水温は30℃以上となって寄り黒潮の
 接岸がうかがえ走。29℃以下の水帯は大隅海峡から屋久島を覆い屋久島新ぞね30附近に達
 して拾りその両側では29。以上を示し,屋《島新ぞね東3口'から竹崎E20'附近にかけ
 てはミ30。以上となっている』潮流は4回目(種子島,熊野Eコー0'附近)2'/b程度の
 NNE流を観測した外は1…3回ともEの1.5～2.0'となっている。

 かもめは始め屋久島S60'附近で操業したがシュモクザメ1尾,ハッ百一カジキ1尾を漁

 獲レただけであった。2～3回は低水温域を調査する目的でEえ航走したが、むしろ高温で表

 面30.2～30!4,20mでも28。台を示して拾り漁獲はなかった。

 4回目はパジョーカジキを狙い種子島沿岸で操業しキハダ1尾(サメ喰),バショーカジキ

 1尾を漁獲したd

 一般操業船は太俸漁を切上げて拾り2回目操業位置附近で5隻,4回目1隻を見ただけで何
 れも高温の定めか漁獲は在いとのことであった。

 な拾。4回=目は千†の鋸死多く死餌のみである。

 漁場及び海況(表面)図=

 .÷22一



操業経過表

。
1

～

似

         航海次数1次2・・次

         漁.場.①②⑥・④⑤⑥⑦

         月目41.6.86.116151

         。18.4.8.5一8.68.ア         天候Oobb・bb

    
     
1

         気一圧1,0201,0181,0・1211,0061,00-61,0131,006

         気温23.022.021.01■32.031.O31.0・32.0
         風向・風力NE2E2SW4jWNW3一W2S瓦1W3
         波.混11一31・一2イ0         一2

         うね'り212101一2

         潮・流E緩NEや㌧速NE速宜緩ll.E緩E緩誠面や㌧速
         表面水温22.824,021.0pm.29-60冊29.90冊。30.30冊30.3

         20肌.28.82-0m2アー820肌28.52口m28.2

         体数35鉢(7㈱30鉢(150塙'・30鉢(150本鈎数.180一鈎数195鈎数19.5鈎数195
         一投縄時間05.50～06,3508.22～09.30t1.30～1Z0514.15～15.1015130～1β。2516.00～16.5015.55～16.45

         .揚経時間13.40～1612014.05～16.10寸1Z30～1λタO19.25～22,251λ55～22・3.020.00～22.4520.口0～22.35
         投縄方向NNESESSSESSE一SESE

         漁具使用時間10-305-437-50

         投網終り位置3い一03'N30L23'N30。一47'N2ザー19'N29o.一39'N2ザー4ぎN3ゴー275N         131し1平E131㌧176E131L19'E1300-216E一1員P㌧4アE1310-28'協1310-18E
         揚縄終り位置30。一05N30。一28'N31o-0びN         1310-15'E13ツー26E.1310-31'E

         漁獲なし一ツイラ4尾ツイラ3一辱シュモクザメ1をし'なしやヅ伊畑1         バショーカジキ1パジョーカジキ1

         風雨強くなり早他船は附近に15時化もようの走
         記事目に揚縄,他船隻内外操業中め他船出漁せず

         は屋久島南にて各船キハダ
         操業漁悪し0～3尾



(4) 中層魚礁設置試験

1.目一的

 昭和38年度予備試験として海溝沖に]ケ牽投入し集魚効果を観察したがその結果は比較的
 好成績セあ?走。しかし耐久度の面で問題があり40年度はバルフを取付けて2ケを投入した
 が1ケは1-5ケ月後に,1ケは4ケ月後の41年1月下句に夫々沈下(或は流失?)している。

 (38年度分ぱ5ケ月分の寿命)

 何れかの個所に禾陥があると思われるが従来の設置位置の海深は38年145m,40年
 40㎜で沈下後のドラム幡の観察が不可能であった定め原因が不明であったが,41年度は水

 深10肌内外の位置に投下し沈下後は引揚げてドラム罐を観察し改良すべき点を調査したい。

 (ドラム幡の固定位置が深い場合と浅い場合とでは水圧に差があり条件が同一しては在いが、改

 良のための指標には在ると考えられる)。.
 今年慶は、止記ρ日的で2ケを投入した。バルブ構造は前年度に準じた。

2.設置経連
 赤水にて土俵を作製し沖小島北側に2ケ設置した。

 小島寄りの分はバルブ付,沖側のはバルブを付けず密閉とした。

設置年月目昭和41年8月17日

製作賢一

 ドラム罐2本@2,000円4,000円ワラヅナ200円

 サルカン2ケ6001,200ドライアイス15晦900

 コース8ケ1501,200ドラム罐熔接加工代@60円Z200

 クレモナロープ1腕2,000合計18,2ブ5

 カマス40俵351,5ア5

撃.眞.位置図
設置一革

 ハルブ式

 一一一「'
 バ1皿

÷!

ラ

 姦i
 ㌦▼
二

重

土

(20

目1年8月17日設置)
密閉式

「

2口皿

俄
レ

 ーモ5皿
`ナ

 重ロー

プ.

 (2。蟻遮L

†∴∵

ソー

X

11ポ
長口 口5混
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5.考察

 沖側の密閉式は41年11月中句で沈下(或は流失)して拾り3ケ月の寿命に過ぎ左か

 ったが,陸寄りのパルプ式は42年6月上旬迄浮上して巻り10ケ月間の寿命であっ走。

 バルブ付の方について言えば,38年度は(1ク)5ケ月,4口年度の2ケは夫タ1.鼻
 ケ月及び4ケ月の寿命であった。(何れも海面下30～35肌の位置に設置),41年度

 分は海面下1冊の位置に設置したが,圧力が低いためか10ケ月の寿命であった。

 41年度の魚礁作製費は密閉式で1ケ5,500円,バルブ取付式で1ケ12、ア00円で

 あった。バルブ式は前期のように41年度は10ケ月の耐久度で過年度に比べ好成績であ

 ったが,更に寿命の延長を図るとすれば各部の構造をより完全にせねばならず工事費が高

 く在ると思われ,叉水深の深い位置に設置するとすれば高圧と在るのでバルブ部gゴム等
 改良の余地があり,又ロープ代等も加算されることにな私

 何れにしてもバルブ式では比較的浅所に設置した場合現在の段階てば寿命ぱ10ケ月位

 が限度であり,半永久的な施設となり難い～二と,作製の割に魚礁容積が大きくないこと等

 の定め種々一考すべき点があると思われる。

担当岩倉栄

 (〔〕漁具.漁法技術指導
       一一一…一一

       開催年月日期間会議会合等の開催場所主催者召集対象の       議撃愛..一..隻出席者数
       ■一一'■一』o一■I■o一I'一■'一'一一一一一

       41.4.201日漁具漁法講習加治木町県漁協組合員21名

       6.31・〃上甑村浦内〃〃42

       291〃佐田町田尻〃〃28

       ア。5.寸〃下甑村手打〃〃12

       6、一1〃下騒村片ノ浦〃〃2ア

       8.1ア、.↑〃出水市名護'.〃33

       10.4r'''〃下翻村長浜〃〃16

       261〃屋久町粟生〃ψ37

       28」一1〃上屋紬一湊〃〃35
       42.3.141I.〃名一瀬市〃〃26

       151〃大島郡笠利町〃〃14

       171〃大島郡瀬戸内町〃〃48

       201〃〃崎原〃〃21

       211〃〃有良〃〃23

       221〃名瀬市〃"11
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 ・魚群調査

1.目的

 前年度に引続き本県沼岸,沖合域に拾ける海興の推移と魚群(主に浮魚類)の出現とその分
 布状況を把握すえことを目的とし得られた結果は漁海況週報に利用されている。
 2.調査の方法並びに項目

 調査の方法並びに項目は前年度と変わらず,調査定線は時期的に一部海域で追加されたが魚

 群記録牟ら求均た魚群量算出は前年度の定線に基づいて行い,その算出方法も前年度と全く同
 様である。

3.調査船

 試験船照市丸(98。.93屯・300馬力)

 4.使用した魚群探知機

 海上電機製SF1201型14.5KC

 記録レノジO～120㎜

5.調査期間

 型∵∵、
8.2～8.5

9.5～9,8

 10.1～1口.4

 11.16～・11.19

12.1～12.4-

 42.1.7～τ.4

 2.4～.2.ア

 _旦__Lポ1～ユ4

定線魚群調査角一目一
41.4.8～4,12

5.8～5,11

6.66.8

 ア.6～ア.9

8.6～8.8

9.10～9,12

1.0-5～10,8

 11,2口～11.23

12.6…12,8

 42.1.1アー～1,20

2.8～2,10

3.8～3.9

6.調査結果

 1)記録魚群量の月別変化と海域別出現量

 4.1年度の調査全域た歩ける記録魚群量の月郡(12月分資料欠)変化は春期の45月に
 最も多く(全記録魚群量の60-2%)6月以降8月一までは減少傾向,9.10月はやや増加は

 .したヂ11月ぱ8月よりも少なく衣り1月昨は年間の最低値(全盲己録魚群量の0.4%)を示
 して拾り、伊昨(38～40年)の出現傾向としてみられた冬期(1山3月)の卓越は41
 年にはみられなかったことが特徴的である。(第15図)

 41年度の海域別出現量は年聞を通じた場合卓越した海域はみられず最も多かっ走。野間開
 聞海域てば全記録魚群量の22.4%,次いで甑島近海域(20.8%)鹿児島湾内(19.2%)

 大隅東部(1λ1%)宇治草垣(10-9%)等沿岸各域昨多かっ走が,沖合の屋久島近海,
 種子島東部,沖合海域では何れも6%以下で例年同様少者い結果から出ている。

 2)記録魚群量と旋網による漁獲阜とあ関連について

 一2・6一



 記録魚群量と旋網による漁獲量(枕崎港)との関連については38年は秋～冬期,39年

 は殆んど周年を通じ記録魚群量をもって或程度,旋網漁獲量の増減傾向の目安はつけられる
 可能性がみられたのであるが40年は全く相関がみられず41年は第15図のように枕崎港

 に拾ける旋網漁獲量との関係は春～夏期にかけては或程度の増減傾向の目安がつけられる可
 能性がうかがわれたが,旋網漁場が種子屋久近海を主漁場とした秋～冬期にかけては定線の

 関係もあって,記録漁群量に全く反映されなかったと言ってよい。

 従って記録魚群量からは旋網漁獲量の増減傾向は殆んど把握出来ない結果となっている。
 今後も種子屋久近海に拾ける旋網による漁獲比重が増大するものとすれば,現在の同海埣
 での定線では不充分で旋網漁場を或程度代表できるよう在定線設定を検討する必要があろう。

 魚群調査の現状としては魚群の分布状態を漁海況週報に利用している段階であり,今後漁況

 予報の1つの資料として利用する方向に進まねぱ在ら一ないだろうが,このためには魚種の判

 定,記録魚群量が実際の魚群量をどの程度代表するのか,定線設定の問題等,解決を要する

 幾多の問題が残されている。

 3)魚探記録と環境との関連に?いて
 月別に魚群出現位置と水濠20肌層に拾ける等at線(第3図～第14図)との関連はあ
 まりはっきりは出てい差らか、魚群の出現傾向としてぽ前年度同様等at線の密在る部分や
 渦動域と思われる所に比較的に多い。又表面以下に拾いて華直的に水準傾度が大きく変化し
 た水深(不連続面)と魚探反応による魚群の垂直的分布並びに最も分布の多い層との関連を
 みる定めに比較的魚群出現のみられた野間開商海域(st21.22,28.29、宇治草垣海

 域(st1λ20,21)大隅東部海域(st3≠3&39)についてみると第16図～第
 18図のように水温傾度の大きく変化した水深ぱ3海域とも冬期に最も深く(水深75～

 150肌)次いで春・秋期(水深30～草0肌)で夏期は最も浅く(水深10～30冊)と

 いう傾向がみられる。果魚群の垂直的分希層の季節的変化については3海域とも大き在特徴
 はみられ安いが傾向としては夏期に比較的に上端水深カ螺く。しかも珠像の垂直的言畷表も
 他の目寺期に比べ長いことがうかがわれている。叉水温傾度が大きく変化した水深不連続面と

 魚群の垂直分布層との関連は夏期は不連続面以下に魚群の分布が多く春期は不連続面を中心
 とし走層に魚群の分布が多く秋～冬期には不連続面から以浅の層に魚群の分布が多いことが
 傾向的にみられている。

 以上は一部海域についての結果であり。今後各海域についての魚群の分布の特徴と海況
 (水温・塩素量)との関連についても究明していきた』。

 7。その他.I

 ○海洋調査の結果については漁海況予報事業の海洋調査関係と一括して検討し,別冊漁海況予

 報事業結果報告書に記載してあるので本稿では省略する。

 な拾,海洋観測資料は本冊資料編に収録されている。

 ○調査資料の内訳。

 第1表海域別月別総記録魚群量並びに魚群数及び魚群延理数表

 第2表海域別月別記録濃度D3.2群のL(浬)の分布表

 第3表海域別月別記録濃度D3・2群のH(米)の分布表

 第4表海域別朋1」記録濃度D3.2群の上端水深(米)の分布表
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第1表.  海域別総魚群量並びに魚群数及び魚群延浬数表

調査

期間
海域

41.4 鹿児島湾

 野間～開閉

騒

 宇治～草垣

沖合

一屋久島

大隅東部

 種・子島東部

計

41.5 鹿児島湾

 野間～開閉

甑

 宇治～開聞

沖合

屋久島

大隅東部

 rズ
甑一

 字治～草垣

沖合

屋久島

大隅東部

種子島東部

計

41.ア 鹿児島湾

 野間～開閉

甑

宇治一軍垣

沖合

屋久島

大島東部

種子島東部

計

定線

理数

32

159

109

104

142

ア9

121

53

ア99

68

159

109

104

142

ア9

121

53

835

68

159

109

104

142

79

121

53

835

68

159

109

104

142

ア9

121.

53

835

総体

魚群数

43

8ア

'
1
2

11

10

42

2
198
4
9

-2

1き

29

「0

25

31

28

6
2

24

10

136

51

24

64

21・

1

27

188

延理数

20.143

6.992

0.434

0.084

2.366

0.238

8.610

0.056

38.923

3ア.10ロ

ア.0ア0

.5.460

4.128

0,028.

53,786.

1.680

1,344

 ユ548.;。
3-240

0.852

0.602

2.058

0.756

14.080

1.669

1.281

5.3ア6

0.525

0.042

1.337

10.230

 D3.2群

魚群数

12

41

1
6・
1

2・6

1

88

15

1

10

4
9
6

.
2
9
2

43

15

3.

22

10

1

18

69

延理数

4.569

2.833

0.434

1.554

0,042

ア.6ア2

0,028

.1ア.132

10.500

3.220

5.460

2.560

21.ア40

0.056

0.742

0.196

1.014

0.852

0.6σ2

1.0ア8

0.056

4.596

1.067

0.686

2.828

0.308

0.042

1.134

6.065

 r28丁



      D1群魚群量10浬当記録

      魚群数延浬。数D3.2群D1群計平均魚群長(浬)

      31/5.5ア4169.91616ア.579337.4956.29

      464.159151.ア949ア.796249.5900.44

      26.04026.0400.04

      2O.0840.448O.4480.01

      50.81280.40213.07693.4780.16

      90.1961.0083.0034.0110.03

      160.938846.92623.1388ア0.0640.71

      10.0280.952O.4481.400O.01

      11021.7911,27ア.038305.4881582.5260.49

      226.600472.500196.ア0066g.20口5.46

      33.850315.00051.450366.4500.45

      598.500598.500O.50

      81.568263.00079.500342.5200.40

      1口.0280.2800.2800.00

      1432.04616.ア4.200302.7501.9ア6.9量0o.6隻_
      91.6248.40016.24024.6400.25

      150.60228.6305.92034.5500.08

      273.3526.16039.19045.3500.32

      192.22631.54039.83口ア1.3ア0O.31

      4ア.74047,7400.06

      46.24046.2400.08

      15O.9803ア.94031.ア1069.6500.1ア

      80.7002.2401口.15012.3900.14

      一939.484208.89nr43.040351.930O,17

      360.60218.9584.03222.9900.25

      210.59514.3923.ア2418.1160.08

      422.54859.02420.04179.0650.49

      110.2176.2861.498ア.ア84O.03

      4.4104.410O.00

      9O.20312416562.303126.9590.11

      1194.16522ア.72631.598259.3240.12_.
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       調査定線一総庫D3-2群
       海域

       期間理数魚群数」1艇理数一.魚群数延理数

       41.8鹿児島湾682ア口.58'8100.336

       野間～開聞岬g172.18270.630
       甑109100.30830.154

       宇治～草垣104

       沖合142

       屋久島.ア9

       大隅東部.121241.04250.168
       種子島東部.53

       一計835ア8.4.120251.288
       .・一一一

       41.9鹿児島湾。6830.056・lj・.11;O.028
       野間～開聞15920.112

       甑10950.78450.784

       宇治～草垣1・P4ア8一る5045.238

       沖合;!4214・μ2880.826
       屋久島ア910.01410.014

       大島東部12130.084

       種子島東部5310.042

       計8353610.870196.890

       ;41・10鹿児島湾68.4・旦・1卵40.168

       j。
       野間～開聞159・、≡62一..!.・.1・655一.260.910
       甑10924.必.09784.816

       宇治～草垣10422。.。0.728120.504

       沖合142111.66661.470

       屋久島三ア9
       大隅東部,.121

       種子島東部53

       計83512310.31456ア,868

       41.11鹿児島湾6800

       野間～開聞、159832.681.・251.386

       騒109170.39240.119

       宇治～草垣104100.2733O.133

       沖合14230.182

       屋久島ア9

       大隅東部12140.126

       種子島東部536O.14ア20.065

       計835123.3.801341.701
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       D1群魚群量10浬当記録

       魚・群数延理数D3.2群D1一群一計平均魚群長(浬)

       1アO.25212.5162.28914.8050.09

       101.552一42.00039.12681.1260.14

       70.15410.0522.22612,2ア80.03

       19O.8748.54010.42818.968O.09

       532.83273.10854.06912ア.177一一0.05

       20.0281.4001.2602.6600.01

       2O.1123.0803,080.1==.0.01

       .?。φ・60096,600,・.一一:0.07

       33.1121,ぞξ・95034,2ア0161.220O.80
       .リ60,602一56.91012.46069.370O.10

       ■'

       .一0.280O.2800.00

       3口.0841.7ア81、アア80.10

       1O.0420.8400.840'一ポ0.10

       173.980282.14053,688'

       。、。丁子:1章35,828.1.=.O.13       2,996ミ.0.25

       368.18340.383O.10

       {161.281一重0r193633.887235・823.0.56
       100.22430.9682.ア4453.712O.70

       50.19647.5863.50051.086一'一10.12

       672.446315.68648.314364.0000.01

       0

       581.29542.08410.79452.8780.17

       130.2733.3882.ア306.1180.04

       ア0.1409.5971.38610.9830.03

       3O.1823.6543.654一0.01

       4O.126O.7630.ア63口.01

       40.口842.0301.0083.0380.03

       892.1005ア.09920.33577.434
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       調査定線総体一.D3-2群
       海域

       期間理数無一群数延涯数魚群数延理数

       42.1鹿児島湾687O.56630.398

       野間～開聞159

       観109

       宇治川草垣10420.056

       沖合142

       屋久島ア9

       大隅東部12120.28010./40

       種子島東部531口.028

       計835120.93040.538

       42.2鹿児島湾6850.252i50.252

       野間～開聞/59123.98263.136

       甑10962.03040.49口

       宇治～草垣1041一0.280

       沖合1421b.14010.140

       屋久島7910.14010.140

       大隅東部1211、1卵1・4

       種子島東部53

       計83527・6.8381ア4.158
       一山…一1■一

       42.3鹿児島湾68221.155120.938

       野間}開聞159987.273686.475

       甑109161.2045口.616

       宇治…草垣104130.35ア70.252

       沖合142292.072161.337

       屋久島ア950.1.752O.084
       大島東部121241,589191.470

       種子島東部I'.5360.22420.126
       計83521314.04913111.298
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      D1群魚群一量10浬当記録

      魚群数延理数D3.2群。■一丁計平均魚群長
      40.16815.3604.90518.2650.08

      20.0561.0361,0360.01

      1O.1402.2402.1004.3400.02

      1O.0280.5600.560O.01

      8O.39215.6008.60124.2010.01

      12,11012.110O.04

      6O.846229.6ア025.800255.470O.25

      21.54096.60016.800113.4000.19

      10,280ア.0007.0000.03

      12.60口12,6000.01

      29.40029.400O.02

      .10.0140.2800.2800.00

      102.680380.38049.880430・26p0.08
      10O.2172717341.02928.7630.1ア

      300.798214.7886.916221.7040.46

      110.58813.4404.50817.948O.11

      60.10515.2181.31616.5340.03

      130.73540.292ア.56747.8590.14

      30.0915.5241.4076.9310.02

      50.11936.0010.78436.7850.13.

      4O.0984.2561.2115.4670.04

      822.75135ア.25324.ア38381.991D.1ア
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第2表

一

 海域別・月別・記録濃度D3・2群のL(浬)の分布

                Lの階級(浬)

                月日海域00050コ0015020025030035040一口45050055060                ～～～～～～～～～∠～～.計
                O050-0015020025030035040o.蛎口50055060以上

                41.4鹿児島湾61111212

                野間～開聞1916131141

                ・甑11

                宇治～草垣

                沖合121116

                屋久島11

                大隅東普112き21一τ226

                種子島東部1.1

                計402ア15.・232.111588

                41.5鹿児島湾22

                野間～開聞211116

                甑22

                字治～草垣21115

                沖合

                屋久島

                大隅東畜

                種子島東部

                計41121615
                一一■■I一一一'一一'■I一一'一■`■一.o一`一一一一一一一■一…一一〇

                4・1.6摩児島湾11
                野閥～開聞63110

                翻き14

                字治～草垣231129

                淋.1合13116

                屋久島112

                大隅東部34119
                種子島東部22

                言十1715313111143

                41、ア鹿児島湾833115

                野闇～開聞1113

                飯112321111一122

                宇治～草垣

                沖合1「10

                屋久島11

                L大隅東部1042218                種子島東部                計4010861211…  ∵1」
一34一



                Lの階級.(浬)

                月日海域0005'010○朽020025030035040○石050055060                ～～～～I～～'～～～～～～計
                005口100-5020025030035040045050055060以」ヒ

                41.8鹿児島湾7310

                野間～開聞2417

                甑213

                宇治～草垣

                沖合

                屋久島

                大隅東部2125

                種子島東部

                計1176125

                41.9鹿児島湾11

                野聞～開聞

                甑111115

                宇治～草垣/1114

                沖合3418

                屡久島11

                大隅東部

                種子島東部

                計ア6212119
                山…一'一一'一一'一'一一⊥一一'一

                41.10鹿児島湾314

                野間…開聞223126

                甑42118

                宇治～草垣83112

                沖合211116

                屋久島

                大隅東部

                種子島東部

                計3910221256

                41.11鹿児島湾

                野間～開聞そτ5一〇                 ■一25
                翻44

                字治～草垣213

                沖合

                屋久島

                大隅東部I
                種子島東部22

                計2561234

一35一



月日

42.1

42.2

42.

海域

鹿児島湾

 野間～開聞

甑

 宇治～草垣

沖合

屋久島

大隅東部

種子島東部

計

鹿児島湾

 野間～開聞

翻

 宇治～草垣

沖合

屋久島

大隅東部

種子島東部

計

鹿児島湾

 野間～開聞

甑

 宇治～草埋

合

屋久島

大隅東部

種子島東部

計

 Lの階級 (浬)

0
～

Op5

3
1

5

36

2
6
6
1

12

1

69

01〕5

～

0j0

1
2
2

2

20

1
4
1
3
1

32

0101
.!。1

4
6

16

0-5～～

020

。020

)
p25

025

～

030

030

～

035

035

～

040

040

～

045

045
 一～'
050

C50

～

055

055

～

060

060

以上

計

4
5
6
4

1ア

/2

68・

5
7

16

2

19

2

131
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第3表  記録濃度D3.2群の高さH(m)の分布

年月

41.4

41.5

41.6

41.ア

海域.

鹿児島湾

 野間～開聞

駆

 宇治～草垣

沖合

屋久島

大隅東部

種子島東部

計

鹿児島湾

 野間～開聞

調

 宇治～草垣

沖合

屋久島

大隅東部

種子島東部
計

鹿児島湾

野間山開閉

甑

宇治川草垣

沖合

屋久島

大隅東部

種子島東部

計

鹿児島湾

 野間～開閉

甑

 宇治～草垣

沖合

屋久島

大隅東部

種子島東部

言十

H  の階級(m)

0

～10

6
1

12

10

1

14

36

101
～20

3

22

5
1
7
1

39

3
2

17

4
2
5

18

20

～30

1
9
1

11

22

2
1

30
～40

1
5

1
2

1
3

4・

40
…50

50
～60

60
 ～ア0

7080m・
 ～80以上
」

1

計

12

41

1
6
1

26

1

88

1

10

4
9
6
2
9
2

43

15

3

22

10

1

18

69
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            Hの階・・級(椛)

            皐月海域01020304050607080肌計
            ～10～20山30川40～5口、60～70～80以上

            41.8鹿児島湾18110

            野間山開聞22127

            甑1113・

            宇治～草垣

            沖合

            屋久島

            大隅東部12115

            種子島東部

            計313412225

            41.9鹿児島湾11

            野間川開聞

            甑111115

            字治一草垣1214

            沖合1411一18

            屋久島11

            大隅東部

            種子島東部

            計48221219
            』'一一.

            41.10鹿児島湾44

            野聞～開聞4173226

            騒5128

            字治～草垣911112

            沖合1416

            屋久島

            大隅東部

            種子島東部

            計93563356

            41.11鹿児島湾

            野聞～開聞612725

            甑314

            字治～草垣213

            沖合

            屋久島

            大島東部

            種子島東部22

            計61ア10134

一38一



            Hの階級(肌)

            年月海域01020304050607080m計
            山10～20…30～40山50～60～70…80以上

            42.1鹿児島湾213

            野間…開聞

            翻

            宇治～草垣

            沖合

            屋久島

            大隅東部11

            種子島東部

            計1214

            42.2鹿児島湾325

            野間～開聞426

            騒134

            宇治～草垣

            沖合11

            屋久島11

            大隅東部

            種子島東部

            計871」.1.・1ア            '一'一一一一一'■I'1一■一一一一一一…■一一■一0'一阯。

            42.3鹿児島湾56112
            野間～開聞1638112168

            甑1315

            宇治～草垣22217

            沖合393116

            屋久島22

            大隅東部99119
            種子島東部112
            計36682232131

一39一



第4表  記録濃度D3.2群の上端水深(m)の分布

             上端水深(m)

             月日海.域0一102030405060708090・計
             ～10～20～30…40～50～60～70～80～90～100

             41.4鹿児島湾4312212

             野間～開聞81994141
             甑11

             宇治～草垣

             沖合1146

             屋久島11

             大隅東部81034126
             種子島東部11

             計21341ア932288
             41.5鹿児島湾22

             野間～開聞516

             甑12

             宇治～草垣13115

             沖合

             屋久島

             大隅東部

             種子島東都

             計833115
             ^o一一一■一I/一I■.一一一一一一'■■一'一一■'I`■■'一'一■一''一“一I'一'一             41.6鹿児島湾1

             野間～開聞63110

             甑314

             宇治～草垣33219

             沖合2226

             屋久島/12

             大隅東部ア2

             種子島東部11一2

             計122136143

             41.ア鹿児島湾103215

             野間～開聞123

             騒22124222

             字治…草垣

             沖合8210

             屋久島11

             大隅東部33213一5118

             種子島東部

             計2379335169

.一40一



             一。上端水深(π)             年月海域102030405060・708090計
             ～20一30～40～50一60～70～80～90～100

             41.8鹿児島湾ア310
             野間一開聞241ア

             甑213

             宇治、草垣

             沖合

             屋久島

             大隅東部2125
             種子島東部

             計1176125

             41,9鹿児島湾11
             野間山開聞

             甑2215

             字治～草垣2114

             沖合2121118

             屋久島11

             大隅東部

             種子島本部

             言十611.5311↑19
             41.10鹿児島湾1214

             野間～開聞7126.126
             甑4318

             字治}草垣5213112
             沖合66

             屋久島

             大隅東部

             種子島東部

             計231885156

             41.11鹿児島湾

             野間～開聞2119325

             甑314

             宇治～草垣1113

             沖合

             屋久島

             大隅東部

             種子島東都22

             計2151231134

 一41F



             上端水深(m)

             年月海域O102030二1。に1。60ア080.90計             ～10～20～る0～40～70～80}90～100

             42.τ鹿児島湾213
             野間一関聞

             甑

             宇治～草垣

             沖合

             屋久島

             大隅東部11
             種子島東部

             計2114

             42-2鹿児島湾325
             野間～開聞426
             甑214

             字治～草垣12
             沖合11
             騒久島11
             大隅束都

             種子島東部

             計10717■一
             42.3鹿一児島湾5311212
             野間～開聞122820511168
             甑145

             宇治～草垣241ア

             沖合6243116

             屋久島112
             大隅東部8541119

             種子島東部112

             計354ア,301051111131

一42一



第1図 定線図 第2図 海域区分図



第3図 魚群反応位置図
(41-4.1～4.12)

第4図 魚群反応位置図

(41.5.1～5.11)



第5図 魚群反応位置図
(41.6.1～6.10)

第6図 魚群反応位置図
 (41.7.2～ア.11)



第7図 魚群反応位置図
(41.8.2～8.8)

第8図 魚群反応位置図
(41.9.5～9.12)



第9図 魚群反応位置図
(41.10.1～10.8)

第10図 魚群反応位置図
(41.11.16～11.23)



第11図 魚群反応位置図
(41.12.1～12.8)

第12図 魚群反応位置図
 (42.1.7～1.2口)

 註)魚探記録の資料在し



第13図 魚群反応位置図
 (42・2・4～2.10)

第14図 魚群反応位置図
(42.3.1～3-10)



 第15図月別旋網漁獲量と魚群量変化図

 (月別旋網主漁場海域と魚群量卓越海域を含む)

枕崎港水揚(旋網)
阿久根港水揚(旋網)

魚群量

 第16図月別水温傾度の大きく変化した水深と
 魚群の垂直分布範囲との対比図

 {宇治草垣海域st(1λ20)st(20・21)}

 水温傾度の大きく
 変化した水深

 魚群の垂直分布範囲

 比較的多かった魚群の
垂直分布範囲



第7図  月別水温傾度の大きく変化した水深と魚群の
 垂直分布範囲との対比図

1野間開聞海域 ・t(21・22)・t(29.22)・t(28.29)}



 第18図月別水温傾度の大きく変化した水深と魚群の
 垂直分布範囲との対比図

 {大隅東部海域st(37・38)st(38.39)st(39～37)}
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鹿児島沿岸海底調査報告

 I調査の目的

 本調査は昭和39年度よ)始め走沿岸海域の長期海底調査計画の第3年度に当.り,その.目的と
 するところは漁業者の散発的で概念的な海底魚礁に関する知識を計画的に広く海底調査し図面化
 することによって,その海域に於ける既存漁業の利用出来る或は可能在範囲の拡大と操業」=の計

 画性,或は新にそれぞれの海底状況に応じた新漁法の導入を検討する資料とす。

皿調査方法

 (1〕調査船その他

 調査船照甲丸98・93屯300馬力

観測員竹下克一,岩倉栄,徳留陽一郎

船員照甲丸船長,後第英雄外18名

 製図並に資料処理者竹下克一,目高照

調査器具

測深魚群探知機

 海」=電機SF1201型14.5KC
 記録レンチ0㎜～120肌100m～220㎜

 2.p0冊～300肌並に0m～720m
船位測定主測定機六合儀2台

 .副測定機トランシット1台

 .その他トランツーバー1組

 (2ジ調査海域並に調査時期・

 イ)調査時期

 第1回昭和41年7月14日～ア月28日

 第2回〃8月24日～9月1日

日)調査海域

 年度別海底調査実施状況図の如く本年度は枕崎～佐多岬間の海域を実施した。
 ∫3〕実施方法,計画,誤差等

 計画の立案,船位測定方法等実際の施行,処理等については昭和39年度並に昭和40年度

 「鹿児島県事業報告書」に記載し前年度と同様実施したので本稿では省略する。

皿調査結果.
 イ)記録の集録と作図

 調査の結果は昨年同様漁業用海底図二として青臭写にし関係漁業者に配布し,本年度ぱ464
 部928枚の配布数に達した。'

 本年度の作製図面名

漁業用海底図枕崎沖至開聞沖

 〃開聞至佐多岬沖

 (本稿には製本の都合上縮少したものを掲載した。)

一53一



'沿岸海底調査年度別調査海域図

 ○阿久根

イ“.
 ゲ竿、

宇治

 ○革垣

 一、ぺ/
 噌)、。年度三

 ・.斗
1()＼

 <)二二p一・
 j竹島

岬

,.1.馳

!
ニ

 ノ(〉!

、)  ノノ＼、

∵

39年度

 ○翻鳥海域・一その1-
 o一一"その2

41年度

 ○枕崎沖至開聞沖

 ○開閉至佐多岬沖

40年度

 ○野間岬北西海域
 ○坊の岬西部海域

 ○総括編(甑島一枕崎海域)
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漁業用海底図
開聞至佐多岬沖

昭和41年度

鹿児島県水産試験場



漁業用海底図
枕崎沖至開聞沖

昭和41年度 鹿児島県水産試験場



魚群調査基礎試験報告

 I目一的

 本調査は昭和39年度より実施している沿岸海底調査の肉付け調査とも言えるもので,それが

 基礎調査で海底調査の結果作製された,漁業用海底図上で明らかになった,天然漁礁部或は砂,

 又は平担部分等それぞれの海底に如何なる魚族が分布棲息しているか,又それは量的に漁業の対

 称と季ると思われる程に分布集団しているか,或はそれカ時期的変効等についても今後海底調査
 の進行と併せて長期間経続調査し在ければ在らないと1考えられる。

 今回の調査はその時の為に調査上最も問題点の多い「水深100伽以深の天然魚礁部分の海域

 については如何たる調査方法(調査漁具)を以て施行すれば良いか?」と言う事の基礎調査を実

 施した。

 正調査方法(漁具)の問題点

 1.作製されている漁業用海1鰯上に魚族の分布,量的分布並に時期的変動を明らかにするには

 使用する調査漁具並に漁携方法について次の点に留意されねば庄らないと考えられる。

 イ～使用する漁具革に漁法は必ずしも能率的友漁具漁法で注くとも良いが無作意抽出的に調
 査域から資料を漁獲抽出出来るような漁具てなければなら長い。

 口)その漁法ば†の時の調葦担当貴並に漁携長或は船長又は船員の質的変化と努力量によっ
 て金体の漁獲量は変っても差支えないが抽出比率があ'まり変るよう在漁法は好ましくない

 2.現在瀬村瀬魚類を対称にしている漁具には次のようなものがあるがいづれも長短あってかな

 らずしも前記(イ,ロリ項)事由或特漁具費等σ)点から満足出来る調査用漁具とは言えないよ
 うである。一
 イ)底刺網

 ○漁具費が高い。

 ○岩礁に掛り破換或は紛失する率が高い。

 0網目の大きさによりて漁獲に選択性が強く全体を知る上から抽出的な調査漁具とは言
 え在い。

 、O.海底g状帯或は深海では使用出来なべ.
利.点

 、。一・:..餌料費が木必要下狐
 ○魚群に遭遇すれば相当な漁獲を得る事が出来る。

 ○漁獲カ網によるので漁携長或は船員の質,努力量に左右される面が少い。

口)瀬無一本釣

 ○調査が点の調査で調査密度に疎密を生じ全体的な調査をなす漁具としてはあまり適当
 とは考えられない。

 ○漁挽長(船長)の技禰と船員の技術,努力量によって漁獲が左右されたので抽出比率

 の面から有効な調査漁具とは考えられない。

利点

 ○少経費で調査が出来る。

 ○魚群に遭遇すれば漁獲能率高く底魚漁具としては現在この漁法が最も適当とされ当業
 船ではこの漁法が最も多い。
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二)

 移動性が易い。
 如何なる海深成は1岩礁で≡も調査缶可緯である二'
 底。延縄

 漁場の漁礁を良く知らをければ網漁具同様瀬に漁具が掛り切断紛失す亭割合芹多へ
 従って揚縄に時間を要する。
 漁具の練直し時間が必要である。
 一本釣漁法により漁獲能率が悪いと考えられている。

点

 調査が線の調査で調査範囲が他の漁具に比べ相当長く調査用漁具としてぽ最も良いこと
 同1条件で操業する場合,漁携長(・船長)或は船員の技偏によって漁獲率が左右され

 る面が他の漁具に比べ非常に少く抽出的意味よりも最も適当と考えられる。
 そ一の他・

 その他の漁法として1岩礁用底餓潤漁具が考案されている様であるが未だ問題点がある

 様で本船には曳網設備もなく又如何なる岩礁域でも曳網可能と言う事ではない様である

 3.調査用漁具の選定

 以上各漁具の長短を考えいづれを選定するかを考えて見ると

 イ)漁携長,・船員等の技禰による人為的作用によって漁獲量の変化が少く調査範囲が平均に
 広く出来る点からは底延縄方式が良い』

 .p一)一漁獲能率が高く漁具の紛失が少い点からは一本釣漁法が良い。
 .1従って調着用漁具些レて;一本釣漁法と底延縄漁法のそれぞれの長所を擦崩しそ次の様在調
 査用漁具を考え試作し今回その基礎調査をなした・。・
 第1案一一、.ワイヤー延縄方式(仮称)第1図

第2案立縄式延縄方式(仮称)第2図

調査結果

 1.ワイヤー延縄

 イ)調査方法

 .、1'・ヒの方式は今回調査を始める南に漁具として利浦出来るか否かにづ■て下調べを昭和
 41年ア月実施した。

 その結果次の様な(第1表)結果が得られ蛾釣麟・(・・藷獲尾姦・・1仙)上
 から言えば最高42.6%有用魚類だけの最高約獲率14.2%が得られ定めで一応漁具とし

 ての性能は具備しているものと判断されたので今回の調査で操業上の問題点辛漁獲能率以
 外の漁具としての下記の問題点について操業実験し走。I一一
 a,幹縄がワイヤーであるのでキγクを生じて切断一し在いか。
 b.サガリの部分がワイヤーに巻き付き操業上の不便はないか。

 c.操業時間はどうか(1日何回操業出来るか。)
 d.如何なる岩礁地帯でも操業可能か。

 e.せの程度の潮流の早さまで出来るか。

口)調査海域

 上記実験を実施する為には最も操業条件の悪い海域を選ぶ事が必要と一恩われるので急潮

 流海域で海底の粗い岩礁条件の処として佐多岬海域を撰定した。

 .町ポ漁.1・1.具漁・・法・1'二“・

 この漁法は延縄漁法の短所と考えられる岩礁に幹縄カ鞘る点を幹縄を{・ヤーに替えz。
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 事によって少くし更に漁獲能率一を高あ三だあに一本釣漁具のサガリ部分を枝縄として,それ
 を浮子で釣上げ常た餌料が海底上にあるようにしたもので始め帯縄に相当するワイヤーを枝
 聞15冊だ切断.しその両端にサルカンを付け各サルカニ/をシャ〃ルにて継ぎ船尾のワイヤ
 ーリールに巻取って呑き(ワイヤーの長さは校100本分1,5口0例)各サガリばそれぞれ

 装釦して投縄にそなえて置く,漁場に到れは一般の底延縄と同様浮標及び浮標一纏を水深に合
 せて投入しワ・イヤーとの接続部に到れば自然石(5Kg内外)の沈子を附してワイヤーを走出
 させ15帆置きのシャックルにサ州都をスナップ金具で連結し更にその位置に沈子(自然
 石5009内外)を付けて投入を続ける。

 な拾,サガリ或は沈子を附す場合はワイーヤーリールのブレーキで走出を止めて附する。揚
 縄は船首蔀近くに装備してあ一るウィヤ二巻域り,リールにワイヤーを人力によって巻込みサ
 ガリ部に到ればスナップ金具を外しワイヤーだけを巻取る。

 従ってワイヤー巻取機は2台を必要としドラムは2台共通にしておく必要がある。

 r～調査結果
 未尾操業記録表に示す如く比の漁法てば完全を失敗であった。即ち1回投縄予定数(サガ

 り(枝)80本)を投縄出来た事ば1目もなく各調査ともサガリの取付部にある二葉サルカ

 ンの切断が生じたため5目お操業実験で中止し立縄延縄法に切替えた(二葉サルヵソは遠洋
 マグロ延縄漁具に使用されている強力なものである)サルカ;ノα)切断の生じたのは投縄途中

 と揚経時に起った。投縄時に起ったサルカンの切断は膨宥船が100トンの大型船であり当

 時の潮流年目測で3浬以上と思われる速さのためワイヤ」め走出速度より船体の潮によって
 流される方が大きくその為ワイヤーが緊張しワイ・ヤーの切断力以下のサルカンが切断したも

 のと思われる。第3図∵1.

 (注)瀬の下調査の時中潮流は少於ったので蜥1と剤様鱒は全雌らなか九・
 揚縄中の切断はワイヤーが岩礁帯に掛った場合生じたがその起る割合は少く若し切断し走
 場合反対側より揚げれば易く揚げられた。左巻揚縄中の岩礁に掛っ走場合は少々の1岩礁な
 らば大部分引起されて揚縄出来叉培礁にかかる割合も5回中最後の1回だけでr般の底延

 縄より非常に少かっ失と考案された。

 こg様`本方法の失敗の原因はワイヤ二が緊張する衝撃でサルカンが切断した為で当初心
 配された,ワイヤーの切断,キンクの生ずる事等は全然起ら在かった。

 次に操業時間は枚数6g本(約数2.40本)投入に必琴な時間は大体20～25分が必要
 で問題は友いと考えられるが揚経時間が2時間～2時間40分を必要とし他の漁法に比べ

 長時間が必要のようである。然し揚縄を人力によらず機械巻きにすれば相当時間短縮され

 るものと思われる。

 サガリ部のワイヤーへの巻付きは相当数生じた,これは魚が釣獲され揚鋼中に巻付くのは

 仕方在いとしても釣獲されない場・合でも多く起った。それは揚縄中生じたものではなく投

 縄中ワイヤーが緊張して投縄されたためワイヤーの沈下が呑くれサガリ部の途中を押える

 事が多く見かけられた。

 ホ)考案

 以前の3自今回の基礎調査4回計ア回の試験操業の結果次の事が考えられる。

 1)漁獲率の点からだけ左らば一一般の底延縄に比べ悪いと考えられ在い。

 2)操業上の問題点が多く現段階てば漁具として使用されない。
 3)底延縄の幹縄をワイヤーに替える事によって,礁に掛かる割合を非常に少くすると言う
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 点だけでは初期の目一的κ近い成果が得られたと考えられる。

 4)現在の底延縄漁法の省力化としてベビーポーラーが使用され揚縄は能率化しているがそ

 れは韓縄,枝縄,釣鈎,共同時にポーラーに巻込んでいるので再度投縄する為には練直し

 作業を行う事は従前と変ら在い。
 小型底延縄漁法のより以上省力化の障害となっているのは枝縄の長さの短い事,枝問の近

 い事になると思われる。従って単なる現状の機械化だけでなく漁具自体も機械化と併せて

 考える事により省力化は行わなければならないだろう。その意味から現在の底延縄漁具の

 枝間を長くし釣獲年式は使用約数を滅ずる事なく釣鈎を1ケ所に集中すれ律練直し作業を
 省力出来,機械化効率を高める事と餌料を常に海底近くに釣上げて置き漁獲能率を良くす
 ると言う事も併せて実験は行われたのであるが今後は次の立縄式延縄方式とも併せて構造
 を一再考したい。

∵
`半

 第1図ワイヤー式延縄模式
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標
縄

 海。底

ル 一二坐
第2図立縄式延縄模式
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 第3図ワイヤーの接継部分

 一シャックルにサガリ部のスナップ金具装着

 !一部分蜥ノ/Lニンフ曲(1本撚舳)
㍗ツクル'■…

 第4図サガリ部の構造(ワイヤ－式)

 合成浮子(深海用)5H

 レモ†丑,、15本相当内外

 クス50号内外120㎝

 !r∴。_
 1ぺ・…一メ11榊・1
3＼＼

U

＼
、
、∵
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ど

 ノノ←一スナップ
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2.立縄式延縄

 イ)漁具並に漁法

 此の方法は先に南支那海に於て実験しその漁具法並に調査結果は鹿児島県水産試験場紀

 要第4集「南支那海瀬魚漁業調査報告書」.並に昭和37年度鹿児島県水産試験場事業報告

 書に記載してあるので詳細については省細しその操業模式は第2図の通りである。

口)結果

 ワイヤτ延縄漁法に於てサルカン切断による失敗の為本漁法を引続いて使用したが結果

 は第2表の通りで漁獲物の絶対量は少かったが下記事項からして一応近海に於ける調査用

 漁具としての見通じは得られたものと考える。

 1)タイ,テダ!,アラ。スケソ,タルメ,イナゴ,チビキ,サメ類等大小各種の有用魚
 漁獲を見た。

 2)1回の操業(約数320本)でチビキ20尾・タルメ4尾,サメ6尾の漁獲をなした

 こともあったので魚群が分布すれば相当の漁獲を揚げ得られる事ば南支那海と同様と思

 われる。

 3)水深300榊の海域でも操業が出来て何ら問題はなかった。

 4)幹縄が1回も岩礁に掛るよう衣事は左かっ走(南支那海では若干発生したが漁具を紛

 失する事はなかりた)

 5)操業時間は投縄に25分(枚数80本釣数32・0本)揚縄に3口～50分納待ち時間
 を合せて2時間内外てワイヤー式に比べ非常に短か(1日に相当数の調査回数が可能で

 ある。

 6)使用漁具の練直しが必要でなく直ちに次の操業が可能である。

 ハ)今後の問題点

 今後本漁具を調査用漁具として使用する場合,次の様な問題点が考えられる。

 1)南支那海の操業てば割合高い有用魚の漁獲率が得られたが(平均10%～15%)今

 回の調査てば全体で4%弱となか非常に少かったがこれば近海である為に漁族分布量が
 少い事が大'きな理由ではあると考えられるかその他に漁具自体が太過ぎた(幹縄クレモ
 ナ9匁相当枝縄4匁相当)為による減獲とも考えられるので近海用として特に繊細な漁

 具を検討作製すれば釣獲率を高められるのではないかと考えられる。

 2)揚縄にラインポーラーを半速で使用するので揚経時間は相当短いがサガリ部の紛失,

 或は釣獲魚の離脱奪も見受けられたので前記漁具の繊細なものの使用と併せてラインポ
 ーラーの揚縄速度を減速する必要がある。

 3)使用餌料が割合多く今回では延速用約数71624本に冷東{カ30箱を必要とした,

 今後本格的調査の場合50箱以上を必要とする。

 4)投網申餌料は或る時間曳航される為脱藩するのでそれを防止する事と餌持ちの良い点
 から冷凍イカを使用したが近海で操業する場合,冷菓イカ以外の小魚を使用する必要が

 あると考えるこの場合投縄に工夫が必要と考えられる。

担当竹下克一
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 第1表の1

 操業記録表(ワイヤー式延縄) 巧1-1

     操業年月日S41-7.18'S41一ア`25S41-7-25

     調査・回数
     '一一

     漁N31一口6佐多岬SSW6佐多岬EO.5

     場'一EII130一一28

     淘1一銭一'名南聞沖
     ■一

     迅縄始～終り縄始～終り13.20～13-5316.40～17.00     14-30～16.OO1Z35～1λ05

     使'一月一投数5858〃

     使用約数232232〃

     餌料名冷凍イカ〃〃

     投縄方向

     海深帆～冊}～120～川g0～
     ○皿'I一一一■一一一'''一■一一'一■■'一一__'_'一'.`_一一。'_一一一__・

     1天候b

     海気圧・気温30』1.015

     象風向速SW2

     気波浪うねり1-0

     象表面水温29.226.6

     潮流Eに極速し一
     一一'■'■一」o一'■■一■■I皿'…L

     タイ

     チタ'イ8

     漁アラ

     タルメ

     スケソ12

     キンギョマツ2
     獲
     イナゴ21

     物雑2

     メバル648

     サメ類1060

     潮上に投縄のた

     備考めワイヤー寄り
     途中潮待ち

S41-7-25

 佐多岬EO.5
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 第1奉の2
 操業記録表(ワイヤー式延縄)

     操薬年月日S41-12-16〃12-1ア

     調査回数1-11-22-1
     一■一

     漁N右に略同じ火縄終り2g～592火縄始め30～36.5

     場瓦130～34.6130～36.5

     海域名佐多岬沖〃〃

     操業!火縄始～終り14.49～15.OO16.OO～16.2506.55～0ア。20
     時間揚縄始～終り15・10γ16.00～1ア.5007.45～09.25
     使用技数205360

     使用約数80212240

     餌料名冷凍イカ・。〃〃

     投縄方1句S〃S

     海深舳～舳.14ア伽～135〃^1ア5～1901・35～951=一
     1`I'I一■1一■…一'

     天候bcθ

     海気圧,気温101618.5102218.0

     象風向速N田5

     気波浪うねり2-2

     象奉面水温21.621.6
     潮流ESE強約E～SE強

     一一一一一0一一一一一一…一一'凹'■0'一一

     タイ

     チダイ3

     漁アラ1

     タルメ1

     獲

     物

     メバル

     サメ類ツノザメ10キニ/ザメ3

     投縄直後(枚数20校80本投入予定在左に同じく
     備考投入)ワ什一切レカンるもサルカ:ノ切断の

     切断のため直に写.腸ため53本にて操業60本にて操業
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 (第1表の2の続き) κ1-2

    〃一〃12川1812-19

    2-22-3

    130～39.5前回に同じ

    〃〃

    09.5口～10.2013.35～13.55時時

    10.40～12.25化化

    68ア5¢)の

    272300たた

    〃めめ

    N、、

    .～125～95…75山こ

    川し

    港き

    島

    仮仮
    泊泊

    3

    ツノザメ20

    左に同じく左に同じく75本分    投縄する途中サルカ
    ン再び切断のため直

    白8本にて操業に引上げるも50本
    相当紛失
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 第2表の1

操業記録表(立縄式延縄)

      操業年.月日S41r卜2q〃〃12-21
      調査回教3-13■2.3-34-1

      漁N入始31～43.2中央30～3λ2・.終り31～37終り31～14.9

      場E.129～52.8129～3ア.1129㍗38.8129～31

      海域名こしき東岸沖宇治群島

      操業火縄始～終り口8.08～08.3012.34～12.5015.00～08.05～08.25
      時間揚縄始～終り口9.05ん09.5013.20～14.1016.35～09.0口～口9,42

      使用技数8口ア08080

      使用'約三数32口280320.320

      餌料・名冷凍イカ〃〃〃

      投縄方向WNNW..NE

      海深ηト肌290～310140川120130～150
      一〇''一'

      天候θb杷

      海気臣,気温10191アーO1口211ア.5
      象風向速N6N6

      気波浪うねり2.12.2

      象表面水温20.121.6

      潮流弱弱

      タイ

      チタ'イ2

      漁アラ1

      タルメ14

      ムツ2

      獲キニ/ギ目1

      チビキ20

      物

      メバル2.3+1口(小)

      サメ類オニテンザメ2      ツノザメ6ツノザメ6

      備考
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 (第2表の2の続) κ2

     一一〃〃〃・"..〃

     4-24-34-44-54-6

     前回に同じ前回に略同じ前回1に略同じ'前回に同じ前回に同じ

     〃

     09.55～11.3-0～.13.1D㍗一15.00～16.40～

     ～11.20～1ユ0514.1ト14.45～16.30～18.05

     808D808080

     320.320320320320

     一〃〃

     ㎜.W瓦

     1ア0～150一150～130150～130一15.0～160130～140

     一一一'■'一'

     11

     41在

     し

     146

     ツノザメ4ツノザメ6

一65口



 第2表の2・

操業記録表(立縄式延縄)

漁

場

操.業年月日

調査回数

N

E

海域名

操業

時間

海

象

気

象
漁

獲

 火縄始～終り

 揚縄始～終珍

使用技数

使用約数

餌料名

投縄方向

 海深刊1～舳

一

夫侯

気圧,気温

風向遼

 波浪うねり

表面水温

潮流

S4-1-12-22

5-1

 31～149附二
 1。。～。1.堪
宇治群島

 08.O口～

 ～口9.45

80

320

 冷凍イカ

E
.140～130

 θ・

1024・16.5

N10

4.3

タイ

チタ'イ

アラ

タルメ

スケソ

マツグイ

ツロダイ

ボタ

オタル

チビキ6

雄

メバル

 サメ類ツノザメ6

考

〃

5-2

 前に同じ

〃
〃

 09.50^一11・25

80

320
〃

W

〃
2

1一

〃

5-3

31～08.7

129～24.2

12.35～

～14.10

80

320

〃

SSW

130～160

ツノザメ8

〃

5-4

31～05.1

 129へ・26二4

15.10～15.30

～17.00

80

32口

〃

W

～150～

一66一



 (第2表の2の続) κ3

12-23

6-1

野崎鼻的

口永良部

 0ア.50～

 .～0λ30

80

320

 κ..・

SW

130～150

2
1
2

〃

6-2

 変らず

〃

09-35～

11.25

80

32口

〃

SW

〃

2(イナゴ)

〃

6-3

 変らず

〃

11.30

～13.10

80

320

〃

6-4

〃

6-5

 大差なし  大差なし

11.20～

 ～15.口0

15.05

～16,40

80

320

〃

SW

 lOC川160

 ■一'■L†

80

320

〃

 ∴。!

0

1.02116.5

 Nア

3,2

22.2

8(イナゴ)

4
7

な

一67一



第3表63

操業記録表(立縄式延縄)

 r操業年月日

広一3

調査回数

 漁、一

場

N

カ

海域名

操業

時間

 人絹始～終り.

 揚縄始～終・・り

使用技数

使海釣数

餌料名

捜縄方向

 海深舳～刊}

1海

象

 !象I一

ポ

漁
獲

天候

気圧,気温

風向速

 波浪うねり

表面水温

潮流
タ

チ

ア

タ・

ス

ツ

ホ

ヒ

グ

ノレ

ケ

ツグ

ロタI

ラア

イ
イ

ラ
メ

ソ
イ

イ
タ

ジ

メバル

 サメ類

備考

S41-12-241

7一十

 中央=30～42・2

 13口～13.3

硫黄島南

07.45～

 ～0λ乞0

80

320

 冷凍イカ

w

 120～16口

1(イナゴ)

〃

7-2'I

 入始31～5珊

130～39.5

佐多沖

 一12.10～

 ～13.5口

60

240

〃

 E一.

140～160

-0

 1021,18一ア

㎜

4,2

21,6

ツノザメ53

〃

アー

 一棟3[ト・

130～

14.45

6

24

〃
E

ツノザメ5

 一フグ多く餌料全部左

 しフグ多数漁獲さる

一68一一


